





































































































４ 西口 徹 『総特集金子みすゞ没後７０年』 （河出書房新社、２０００）１４９頁





































おも だ かわ あか や ね
ふと思ひ出す、あの町の／川のほとりの、赤い屋根、
あを おほかは みづ うへ しろ ほ うご
さうして、青い大川の／水の上には、白い帆が／しづかに、しづかに動いてた。










































































きよねん いま わたし つみ き
去年のけふは今ごろは／私は積木をしてました。
つみ き しろ み くづ ち
積木の城はがらがらと／見るまに崩れて散りました。
きよねん ゆふがた しば ふ を
去年のけふの、夕方は／芝生のうへに居りました。
くろ くわ じ ぐも かあ めめ
黒い火事雲こはいけど／母さんお瞳がありました。
きよねん く うち や
去年のけふが暮れてから／せんのお家は焼けました。
ひ とど やうふく つみ き しろ や
あの日届いた洋服も／積木の城も焼けました。
きよねん よる ふ ひ いろうつ くも ま
去年のけふの夜更けて／火の色映る雲の間に












































































































































































矢崎節夫 『新装版 金子みすゞ全集』 JULA出版局 １９８４
矢崎節夫 『童謡詩人金子みすゞの生涯』 JULA出版局 １９９３
佐藤光一 『日本の少年詩・少女詩 少女詩編』 大空社 １９９４
佐藤春夫 『美しき町・西班牙犬の家 他六篇』 岩波書店 １９９２
西口 徹 『総特集金子みすゞ没後７０年』 河出書房新社 ２０００
付記：みすゞの作品の引用は『新装版金子みすゞ全集』（JULA出版局 １９８４）により、漢字は通用の字体に改
めた。引用するみすゞの作品は、全集巻号と頁数を併記しておく。（全）は、金子みすゞ全集第一巻『美しい
町』、（全）は、第二巻『空のかあさま』、（全）は、第三巻『さみしい王女』の略である。本稿の執筆の際し
て、ご教示をいただいた佐久間正教授にお礼申しあげる。
１１『生涯』 １８頁
金子みすゞの３冊の遺稿集をめぐる考察
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